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て
い
る
近
隣
地
域
へ
出
向
き
調
査
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

次
に
、
子
ど
も
世
代
（
特
に
小
学

生
）
に
つ
い
て
で
す
。
大
潟
町
小
学
校

の
２５

％
は
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、、
児
童
ク
ラ
ブ
に
な

じ
め
な
い
、
家
庭
の
都
合
な
ど
で
利
用

で
き
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。 

 

調
べ
て
い
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
主
的
な
活
動
が
行
え
る
場
を
提
供
す

る
地
区
が
あ
り
ま
し
た
。
大
潟
区
に
も

新
た
な
子
ど
も
の
居
場
所
を
作
れ
な
い

か
と
考
え
、
見
学
な
ど
を
行
な
っ
て
い

く
予
定
で
す
。 

 

住
み
や
す
い
街
に
な
れ
ば
、
Ｉ
・

Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
の
外
部
か
ら
転
居

者
が
増
え
、
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
空
き
家
の

活
用
方
法
や
有
識
者
か
ら
の
意
見
を
聴

き
、
具
体
的
な
施
策
を
考
え
た
い
で

す
。 

 

誰
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
地
域
か
。 

真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
は
「
シ
ニ
ア
世

代
」
と
「
子
ど
も
世
代
」
で
し
た
。 

 

シ
ニ
ア
世
代
は
「
免
許
証
の
返
納
の

難
し
さ
」、
子
ど
も
世
代
は
「
居
場
所

の
確
保
」
が
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。 

 

ま
ず
、
シ
ニ
ア
世
代
に
つ
い
て
で
す

が
、「
免
許
返
納
＝
移
動
手
段
が
な
く

な
り
不
便
」
で
す
。
買
い
物
や
通
院
の

際
に
路
線
バ
ス
や
電
車
を
利
用
し
た
く

て
も
バ
ス
停
や
駅
ま
で
の
距
離
も
長

く
、
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
地
域
住
民

の
足
と
な
る
バ
ス
）
の
運
行
実
施
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
運
用
方
法
な
ど
を
、

実
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
活
用
し 

 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹
田 

未
貴 

 

大
潟
区
地
域
協
議
会
で
は
、
１
月
１６

日
か
ら
地
域
の
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
自
主
的
審
議
事
項
と
し
て
の
審
議
を
正
式
に
開
始
し
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら

提
案
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
第
４
回
大
潟
区
地
域
協
議
会
に
お
い
て
２
項
目
に
絞
り
込

み
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
協
議
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
取

組
ま
れ
て
い
る
団
体
や
有
識
者
の
意
見
・
協
力
を
得
な
が
ら
、
課
題
解
決
の
具
体

的
な
施
策
に
向
け
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
９
名
で
協
議
し
て
い

ま
す
。
大
潟
区
の
魅
力
的
な
歴
史
遺
産

や
観
光
資
源
に
つ
い
て
、
現
状
把
握
と

発
信
方
法
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
ま

す
。 

 

提
案
さ
れ
た
４０

項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
２

項
目
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。 

 
 ①

現
状
把
握 

 

・
佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
登
録
を
機 

 

に
、
鵜
の
浜
温
泉
、
北
国
街
道
、
潟 

 

町
宿
を
は
じ
め
と
す
る
大
潟
の
歴
史 

 

遺
産
や
観
光
資
源
に
つ
い
て
。 

 

・
子
ど
も
た
ち
や
区
内
外
か
ら
農
業 

 

水
産
業
等
の
体
験
と
観
光
で
の
交
流 

 

人
口
を
増
や
す
事
業
に
つ
い
て
。 

 

②
住
民
の
意
見
集
め
と
情
報
発
信 

 

・
魅
力
の
向
上
の
た
め
の
住
民
の
声 

 

を
収
集
す
る
た
め
の
意
見
箱
等
の
設 

 

置
。 

 

・
各
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く 

 

り
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

 

な
ど
で
の
情
報
発
信
。 

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
。 

自
主
的
審
議
事
項 

大
潟
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
と 

 
 

 
 

 
 

 

「
地
域
の
魅
力
の
向
上
」
を
審
議
中 

 
 

 

地
域
の
魅
力
の 

 
 

 
 

向
上
に
つ
い
て 

 
 

      
 

 
 

 

俵
木 

晴
之 
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い
ま
す
。
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
が
事
業
を
上

手
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
大
潟
区
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
若
者
や
各
種
団
体
な
ど
が

活
動
に
参
画
し
や
す
い
体
制
を
考
え
て
い
く
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

②
中
郷
区
地
域
協
議
会
活
動
報
告
会
は
第
１
部
「
地

域
協
議
会
の
活
動
報
告
」、
第
２
部
「
意
見
交
換
会
」

と
い
う
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
中
郷

区
や
板
倉
区
の
住
民
、
上
越
市
議
会
議
員
、
大
潟
区

地
域
協
議
会
委
員
な
ど
５０

数
名
で
し
た
。
多
く
の
意
見

交
換
に
よ
っ
て
中
郷
区
地
域
協
議
会
の
活
動
を
理
解

し
、
地
域
課
題
な
ど
へ
の
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
地
域
で
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。 

 

 

３
月
１
日
、
中
郷
区
二
本
木
の
「
は
ー
と
ぴ
あ
中
郷
」
で
大
潟
区
地
域
協
議
会
視
察
研
修
が
行
な
わ

れ
、
委
員
１０

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

中
郷
区
地
域
協
議
会
（
竹
内
靖
彦
会
長
）
の
令
和
６
年
度
地
域
協
議
会
活
動
報
告
会
へ
の
参
加
と
一
般

社
団
法
人
中
郷
区
さ
と
ま
る
学
校
の
活
動
を
伺
い
ま
し
た
。 

会
長 

土
屋
郁
夫 

【
視
察
先
】 

 

一
般
社
団
法
人
中
郷
区
さ
と
ま
る
学
校 

 

令
和
６
年
度
中
郷
区
地
域
協
議
会
活
動
報
告
会

【
目
的
】 

 

さ
と
ま
る
学
校
の
活
動
目
的
や
活
動
内
容
を
お
聞

き
し
、
大
潟
区
で
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に

活
か
す
ヒ
ン
ト
を
得
る
。
あ
わ
せ
て
、
中
郷
区
地
域

協
議
会
活
動
報
告
会
を
傍
聴
し
、
当
地
域
協
議
会
の

活
動
の
参
考
と
す
る
。 

【
成
果
】 

 

①
さ
と
ま
る
学
校
理
事
長
の
竹
内
靖
彦
様
か
ら
詳

し
い
お
話
を
伺
い
、
地
域
の
人
々
が
学
校
と
協
働
し

て
様
々
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
郷
区
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
に
頼
る

だ
け
で
は
な
く
、「
未
来
の
中
郷
創
造
チ
ー
ム
」（
実

行
組
織
）
が
必
要
で
あ
る
と
の
想
い
が
あ
り
、
令
和

３
年
に
非
営
利
型
の
一
般
社
団
法
人
中
郷
さ
と
ま
る

学
校
の
設
立
に
至
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
比
べ
て
制

約
が
少
な
い
利
点
を
活
か
し
て
、
青
少
年
健
全
育
成

事
業
、
上
越
市
受
託
事
業
、
住
民
福
祉
会
事
業
、
次

世
代
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

学
校
運
営
協
議
会
（
Ｃ
Ｓ
）
が
ア
イ
デ
ィ
ア
集
団

と
な
り
、
さ
と
ま
る
学
校
が
人
材
の
宝
庫
と
な
っ
て  

さとまる学校と関連団体の概要図 

中郷区地域協議会・一般社団法人中郷区さとまる学校の皆さんと 
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路線バス「浜線」の利用状況と今後の方向性について   

  第8回大潟区地域協議会（令和6年12月19日）において、市から路線バス「浜線」の利用

状況と今後の方向性についての説明がありました。 

 第2次上越市総合公共交通計画(後期再編計画)に基づく浜線の利用状況（令和5年10月～令和

6年9月）を踏まえた今後の方向性についてです。後期再編計画では、令和5年10月から令和6

年9月までの1便当たりの利用者数が1.0人を超えない場合、令和7年4月を目途に路線を廃止

し、代替輸送を検討するとしていました。しかし、実績では利用者数が1.0人/便であったた

め、路線の廃止は行わず、現行通りの運行を継続することとなりました。 

 市では引き続き、バス運行の維持に向けて利用促進の取組を強化し、令和7年12月頃に令和

6年10月から令和7年9月まで実績に基づき再評価する予定です。 

  

１ 要旨 

    第２次上越市総合公共交通計画(後期再編成計画)に基づき、浜線の利用状況R5.10～ R6.9 

 を踏まえて今後の方向性について検討するもの。 
 

２ 路線バス「浜線」… 柿崎バスターミナル～柿崎病院前～直海浜～鵜の浜（１日５往復運行） 
 ※利用者の増加を期待し、令和５年度にマリンホテルはまなす、令和６年度に柿崎駅にバス停が新設

されました。 
 

３ 浜線の利用状況等 

大潟工業団地の整備に関する進捗状況等について    

  第8回大潟区地域協議会（令和6年12月19日）では、市から大潟工業団地の整備に関する進 

捗状況等についての説明もされましたので報告します。 

１ 整備の目的 

  現在、企業の事業拡張が堅調であり、工業用の引き合いも多い中、企業が上越市で事業を拡 

  大してもらうため、機を逸することなく、受け皿となる工業用地を早期に確保する必要があ 

  ることから、市が用地を取得して工業団地を整備するものです。 

２ 整備概要 

  施 工 地 ：下小船津浜、上小舟津浜、渋柿浜(JR信越本線と北陸自動車道の間の地内) 

  開発面積：約１４ha 分譲面積：約１３ha 地 権 者 ：９２人 

３ 経過 

  令和４年１０月の町内会長への説明に始まり、商工会・地権者、大潟区地域協議会への説明。

その後用地測量、物件調査、不動産鑑定などを経て補正予算計上。 

  令和６年２月以降も地権者への周知、市議会・大潟区地域協議会への説明を実施。 

４ 進捗状況および今後の予定 

  令和６年２月に地権者説明会を開催。条件等を提示したが全地権者と合意に至っていません。 

  その後も地元関係者へ進捗状況の報告とともに、現在、土地の売買等に関して合意に至って 

  いない一部の地権者と継続して協議を進めています。 

今後は引き続き地権者との協議を進め、すべての地権者との合意が整い次第、土地取得の仮 

契約を締結し、直近の市議会に本契約締結の議案を提出。その後造成工事を進め、早期の分 

譲を目指す予定となっています。 

路線名 利用者数(人)/１便 利用の特徴 実績による今後の方向性 

  浜線 
1.0人 （R６） 

1.1人 （R５） 

0.8人 （R４） 

通勤、通学、通院、

買い物など柿崎区内

の利用が主 

利用促進の取組みを２年程度実施。

1.0人未満の場合は廃止し、互助によ

る輸送への転換を検討。 
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暖
冬
の
予
想
に
反
し
て
、
２
月
を
迎

え
た
ら
寒
い
日
が
続
き
、
雪
掻
き
の

毎
日
で
し
た
▼
こ
の
５９

号
の
会
報
の

発
行
を
も
っ
て
私
た
ち
４
名
は
編
集

委
員
と
し
て
の
役
割
を
終
え
、
交
代

し
ま
す
▼
地
域
協
議
会
が
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
身
近
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
企
画
・
編
集
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
▼
総

合
事
務
所
の
事
務
局
職
員
の
手
助
け
を
い
た

だ
き
、
手
作
り
の
会
報
紙
で
す
▼
卒
業
・
入

学
・
就
職
・
退
職
な
ど
人
生
の
節
目
の
季
節

で
す
。
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
編
集
委

員
一
同
祈
念
し
て
い
ま
す
。（
佐
藤 

忠
治
） 

 
  

 
 

編
集
委
員 

 
 

 
 

 
 

新
保 

友
美
・
横
田 

佳
奈
子 

 
 

 
 

 
 

佐
藤 

忠
治
・
俵
木 

晴
之 

 

 編集後記 

地域協議会の開催状況（令和6年12月～令和7年3月）  

第８回 12月19日 

 （木） 

①大潟工業団地の整備に関する進捗状況について（報告） 

②浜線の利用状況と今後の方向性について   

③今後の地域協議会での取組み事項について（グループ討議） 

第9回  1月16日 

（木） 

①今後の地域協議会での取組み事項について（グループ討議） 

 ※自主的審議事項に決定。 

第10回 

 

 2月20日 

（木） 

①地域独自の予算事業の一覧について 

②視察研修について 

③大潟区の「地域の魅力向上」及び「まちづくり」について（グループ討議） 

第1１回 

 

 ３月19日 

（水） 

①視察研修の報告について  

②令和7年度地域協議会開催日時について 

③令和7年度地域協議会だより編集委員の選出について 

④大潟区の「地域の魅力向上」及び「まちづくり」について（グループ討議） 

視察・勉強会・研修会などの開催状況（令和6年12月～令和7年3月）  

視察研修会 

  

3月１日

（土） 

①中郷区地域協議会の活動報告会傍聴 

②中郷区さとまる学校活動内容の聞取りと意見交換会 

 

令
和
６
年
よ
り
、
上
越
市
の
負
託
を
受

け
、
任
期
４
年
の
大
潟
区
地
域
協
議
会
委

員
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

私
は
鵜
の
浜
温
泉
観
光
組
合
委
員
で
も

あ
り
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
様
々
な
視
点
か
ら
地
域
の
皆
様
と

意
見
を
交
わ
す
た
め
に
、
こ
の
協
議
会
に

参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

 

１
年
間
を
終
え
た
今
、
観
光
の
み
な
ら

ず
、
福
祉
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
大
潟
区
が

抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
委
員
の
間
で
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
多
様
な
意
見
が
存
在
す
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。 

 
現
在
は
、
諸
先
輩
か
ら
協
議
会
の
仕
組

み
や
議
論
の
進
め
方
を
学
ぶ
一
年
生
で
す

が
、
四
年
間
の
任
期
の
中
で
、
微
力
な
が

ら
も
大
潟
区
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

協
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
可
能
で

す
。
地
域
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ

と
で
、
私
た
ち
委
員
も
緊
張
感
を
持
っ
て

議
論
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。 

 

未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

初
め
て
の
地
域
協
議
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

隆
春 

 

地
域
協
議
会 

１
年
目
を
終
え
て 

地域協議会 

Ｑ＆Ａ 

 

地
域
協
議
会
、
地
域
自
治
区

制
度
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
Ｑ
＆
Ａ
を
連
載
し
て
い

ま
す
。 

◆
話
し
合
い
の
内
容
を
知
り
た
い
と
き
は 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

地
域
協
議
会
の
開
催
予
定
は
事
前
に
公

表
し
て
お
り
、
会
議
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
議
録
や
会
議
資
料
は
上
越
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 


